
変化が小さい

Yellow

OrangeOrange

黄色方向に変化している

Red

Yellowish green

変化しないものと大きく変化する

ものが混在している
こげ茶色方向に変化している

しかし、シミュレータは重要なツールである。しかし、シミュレータは重要なツールである。

現状では、完璧なシミュレーションは難しい。現状では、完璧なシミュレーションは難しい。

Original Vischeck-PS(Win) Vischeck-PS(Mac) aDesigner

ColorDoctor UDing IRII-18 IRII-30

Original Vischeck-PS(Win) Vischeck-PS(Mac) aDesigner

ColorDoctor UDing IRII-18 IRII-30

なぜ、結果が違う？  Why are results different? 活用の注意点　Cautionary notes 結 論　Conclusion

２色覚シミュレーター　Simulator of dichromatic　

結果の分散　Dispersion of results

１型(P型)強　Protanope ２型(D型)強　Deuteranope
※※　　７種類のシミュレータを比較７種類のシミュレータを比較

（　１　）Vischeck-

PS(Win)

・・・　Vischeck　(Windows　
Photoshop)

（２）Vischeck-PS(Mac)・・・　Vischeck　(Macintosh Photoshop)

（3）aDesigner     　　　 ・・・ 日本IBM

（4）ColorDoctor 　　　 ・・・ 富士通

（5）UDing 　　　・・・ 東洋インキ　+　豊橋技科大

（6）IRII-18 　　　・・・ 石川県工業試験場　（パラメータ　＝　0.18）

（7）IRII-30 　　　・・・ 石川県工業試験場　（パラメータ　＝　0.30）

※※　　比較対象比較対象
(1)14色(12色＋white＋gray） (2)JIS X9201

Bicycle　N5A

背 景　Background研究の概要　Overview 色覚の多様性　Colorblindness

シミュレーション結果の比較　Comparison of simulation results

同じ色が出る？

※　シミュレーション色域に限界がある

※　デバイス間での色の違いを注意

※　照明条件による色の違いを注意
Final product is affected by the lighting condition.

Color are not matched exactly between different device.
・モニターの色とプリンターの色が違う

　　　⇒　機種間のカラーマネージメントが望ましい。

・モニターの色域外の色は、シミュレーションできていない。

・照明によって色は違って見える　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　⇒　完成物を設置する照明条件で確認することが望ましい。

Many colors are out of the gamut assumed in the simulation.
※　それぞれが、色弱者による評価実験を行っているはず？

（１）解となる候補が多い　！

（2）赤みが付加されても分からない　！！

（３）被験者に強度の人が含まれていたか　！？　

・識別の難しい色は、いずれもシミュレーションの解になりうる。

・白がピンクにシミュレーションされても、違いが分かりにくい。

・強弱の度合いがあり、その度合いを知らない人が多い。

Inappropriate choice of the simulated color from many 
candidate colors. 

Failure of recognizing reddish color cast.

Inappropriate color vision type of the test subject.

※※　　

◎カラーバリアのチェックは、以下の手順で：

（１）シミュレータによるチェック

（２）被験者によるチェック

・　課題はあるが、簡単にチェックできる利点がある　！！

・　強度の色弱を含めた被験者が、実際の照明条件、
                                           実物でチェックするのがＢＥＳＴ　！！

No simulator is perfect,

　

but simulator is necessary.

Color-barrier check by simulator.

Color-barrier check by colorblind people.

※※　　

デザイン段階で活用デザイン段階で活用

最終チェックは被験者で最終チェックは被験者で

カラーバリアのチェックに有効なツール
The simulator for experiencing the vision of the colorblind people is
one of the effective tools for checking the accessibility.

米国リハビリテーション法508条の施行 (2001年）　

JIS X 8341「高齢者・障害者等配慮設計指針」の制定

(2004
年）　

：新たな視点からの移動円滑化基準の充実　　　　　
　　　（色弱者に対応色弱者に対応した基準等の充実を図ること）

[

交通バリアフリー法に関して

]総務省勧告 (2006 年 )

　色弱者への配慮が要求　

　色覚シミュレーター　Simulator of dichromatic　

幾つかの色覚シミュレーターが開発・活用

色弱者の見え方を擬似体験

課
題

は
な

い
の

か
？

課
題

は
な

い
の

か
？

Various simulators have been developed.

※日本人男性の　　　　
　　　　　　　　　20人に1人
　（日本で３００万人以上）

※日本人男性の　　　　※日本人男性の　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020人に人に11人人

　　（日本で３００万人以上）（日本で３００万人以上）

２色覚（強度の色弱） 異常３色覚（弱度の色弱）

１　
型

（
P
型

、
L
錐

体
）

２
型

（
D

型
、
M

錐
体

）

正常３色覚（一般色覚）

0.4％ 0.7％

3.2 ％1.4％

L錐体(60%)

M錐体(30%)

S錐体(10%)

錐体杆体

non color blind

D型強

P型弱

D型弱

P型強

C型

pr
ot

an
o

pe
de

ut
er

a
no

pe

dichromacy anomalous trichromacy

※3型(T型、S錐体)や全色盲（U型）は極めて稀

[白人男性は１２人に1人]

※多くの色が認識できますが、
見分けの難しい色の組み合
わせがある。

決して、全く色が見えない
わけではない。

※

シミュレーターの課題を明確にし、活用法を提案シミュレーターの課題を明確にし、活用法を提案

シミュレーター活用の注意点を指摘

複数のシミュレーターを比較

カラーバリアのチェック方法を提言

カラーユニバーサルデザインの実現へ向けて！！カラーユニバーサルデザインの実現へ向けて！！

 

結果の分散　Dispersion of results　

色覚シミュレーターの精度と活用法の注意
Accuracy of Dichromatic Color Vision Simulators and Cautionary Notes on their Usage

前川満良１）３）、伊藤啓２）３）、田中陽介３）、高橋哲郎１）

Mitsuyoshi Maekawa１）３）, Kei Ito２）３）, Yousuke Tanaka３）, Tetsuro Takahashi１）

1)石川県工業試験場、2)東京大学、3)カラーユニバーサルデザイン機構
1)Industrial Research Institute of Ishikawa, 2)The Univ. of Tokyo, 3)Color Universal Design Organization

Propose how to check for color-barrier.

Indicate the cautionary notes when using simulators

Comparison of simulators. どれも同じ結果？
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